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圃本建築の雉熙
固本 の に

日本の建築の歴史と特徴を総合的に論 じられた関口欣也先生の横浜国立大学

での最終講義「日本古建築の特質」と、日本文化の象徴的な存在である五重

の塔など様々な塔の構造と特徴を民家園で講演していただいた濱島正士先生

の「日本の塔」を収録した日本民家園叢書の第 1巻 を発刊いたしました。

※ 当園及び川崎市市民 ミュージア Z、 のショップにおいて販売 しておりますのでご利用 ください。

(販売価格1.000円 )
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「民家と生活」調益研究について

日本民家園では平成 6年 度以来「民家

と生活」調査研究委託を行 つています。

平成 6年度は、川崎市が昭和女子大学

に委託 して昭和 59～ 62年 に事例収集・調

査 した 53件 の古 民家について郵送 アン

ケー トによる追跡調査 を行 うとともに、

その後の知見H件 を合わせて「川崎市内

の現存茅葺民家リスト」を作成しました。

これに より少な くとも39件 の茅茸民家

(鉄板葺や瓦葺に改造を含む)が現存 して

いることがわかりました。

平成 7年度は、作成 した リス トの民家

の うち 10例 を抽出 して、 昭和 59～ 60年

の調査以降の住 まい方の変化や建物 に対

する今後の対処法等 について聞き取 り調

査を行いました。

平成 8年 度は、平成 6年 度作成 リスト

の うち実測図を作成 してお く必要がある

民家 3件 を選び、平面と梁行断面につい

て実測図を作成 し、あわせて住まい方の

調査 を行いました。

以上の 3カ 年度は、昭和女子大学竹田

喜美子先生を中′亡、とした研究 グループに

委託して調査 を進めて きました。ただし

調査を進める中で、リス ト以外の茅葺民

家がまだ多数現存する感触 をつかみ、同

中原区内に残る茅葺 (鉄板覆 い)民家

中原区内に残る茅葺 (鉄板覆 い)。 軒のつくり

時に茅茸民家に住み続ける意志を持 った

所有者の方々が少ないことが明確 になっ

て きました。つ まり、従来の リス トは不

十分、なおかつ茅葺民家の減少は今後も

加速 していくことが明 らかで、今のうち

に川崎全域 について茅葺民 家の所在リス

トを作成する必要があります。

そこで平成 9年 度からは、区毎 に住宅

地図を基 に古そうな家 を抽出 して実地調

査 を行い、 もれのないように茅葺民家 リ

ス トを作成する事を目標にしました。具

体的には平成 9年度は中原区を対象とし、

民家83件 について実地調査 して建築年代

が明治期およびそれ以前にさかのぼる民

家を48件確認 しました。 このうち茅葺民

家 と確認で きた ものは21件 (鉄 板葺改造

9、 瓦葺改造 12)で 、従来の リス トで抽

出された 5件 を大きく上回 り、今回のよ

うな調査の必要性を実感 しました。今後

も一年間に 1～ 2区 を対象 として委託調

査 を続け、出来るだけ早い時期 により充

実 した「川崎市内の茅葺民家 リス トJを

作成したいと考えています。なお、平成

9年度以降の調査対象民家には町家 も含

んでいるため、「サ|1崎市内の町家 リス トJ

作成への展開も期待できます。



民技会 25周 年
民家園を中心に活動 してる民具製作技術保存

会 (略称民技う が今年発足25周年を迎えました。

園内にたたずむ民家、そこにさらに生活の息

吹 きを与えたいと地元の古老を指導者 としてわ

ら細工などの民具製作実演会が開かれたのが昭

和45年。この実演会を通 して毎回熱心な見学者

が生れ、技術の習得を希望する人が増えてきま

した。そこで技術の保存・継承、人材育成を目

的として昭和48年 10月 に会員 32名 で発足 した
のがこの会です。

現在会員 は60余 名で、「わら細工」「竹細工」
「はた織 りJ、 さらに研究・調査、記録等を行っ

ている「研究」の 4グ ループで構成され、活動

が続けられています。発足の経緯から民家園に

事務局を置いていますが、会費で運営する独立

した会 となっています。

活動は月 2～ 3回 の会員の勉強を兼ねた実演

会、民家園の体験学習会「足半J「 ぞうり」「し

め糸則「花籠」「はた織 り」「草木染Jと いった講

座の指導、年中行事展示の協力、などの他、民

家園まつ りの期間中 (10・ H月 )に は各グルー

プの作品展示会も行っています。

会の発足からこの25年 間では区民祭などへの

参加、近隣の博物館や学校などでの民具作 りの

指導の他、自作の ワラジで歩 く会といったユ

ニークな活動 も行われています。

研究では会員同士の研究発表や日本民具学会

での発表 と、レベルの高い研究活動が、またそ

れら民具調査をもとにした「民具の作 り方」シ

リーズの刊行等活発な活動がされています。こ

のような会の活動に対して安藤為次教育記念財

団から奨励賞 (昭和 61年 )、 安田生命クオ リテ

イオブライフ財団より文化助成金 (平 成 4年 )

などを受賞しています。

現在、会員に若い人が加入してお り、今後 さ

らに民技会の活躍が続 きそうですが、25周年を

期にさらに一層の発展を期待したいものです。

※会倉1設 以来、初代会長関口源六氏を補佐し昭和

57年 から今春まで16年 間第 2代 目の会長を務め

られ、会の発展に尽 くされた横山真一氏が本年

6月 逝去 されました。ご冥福をお祈 りいたします。

影

蚕影山は関東から中部地方にかけて信仰 される蚕の神 として知 られて

います。

川崎市内でも江戸時代から明治時代に盛んに養蚕が行われ、北部を中

心に蚕影山信仰が残 されていました。 しか し戦後ナイロンなどの合成繊

維におされ、農家でも養蚕が しだいに衰え、それとともにこの信仰 も下

火になりました。

民家園に移築された蚕影山祠堂は、川崎市西北部、町田市 ・横浜市 と

の境近 くの麻生区岡上の東光院という寺の境内にあったものです。

建物は蚕影山大権現をまつった宮殿 と、これを守る覆堂からなってお

り、宮殿の裏の文久 3(1863)年 の再建棟札から江戸末期に建てられた
ことがわかります。

本尊は馬鳴像および金色姫の 2体が祀 られてお り、宮殿の外面には、

インドの姫である金色姫が 4度の苦難を受け、舟で流 され常陸国 (現在

の茨城県)に流れつき、やがて蚕に生れかわったという金色姫伝説が浮

彫 りにされています。これら社殿や本尊の他、蚕守護のための札や版木、

掛軸なども伝えています。

民家園では移築後毎年お祭 りを行 っていましたがlo年程前から中断 していましたので、今回民家園ま

つ り中の同月 1日 から8日 まで本尊をはじめとしてノボリなどを飾 り、祭 りを復活させ ます。この機

会に是非 とも蚕影山の祭 りを御覧ください。

なお、現地では 2月 23日 にお祭 りを行っていましたので、今後は 2月 の年中行事の一つとしてこの祭

りの展示を行ってい く予定でいます。



日本

正
“
月

演
何

を

鯨
は

こ

調
と

1月 24日 031日 ・ 2月 7日 ・ 14日 (各 日曜  4回 連続 )

もはや元旦にも商店が営業するという時代、正月行事 も次第に影をひそめ、人々の意識 も大 きく変

わ りました。厳粛な気持ちで新 しい年を迎え、日本的なものが色濃く映 し出された正月のあ りようと

その意味をたずね、日本人の′亡ヾ1生 に迫 ります。

言竜 自雨 テ ー マ

1月 24日 181

小島 瑶礼
(琉球大学教授,

正 月 とはイIIか

1月 31日 〔日〕
木下あけみ

(日 本民家園学芸員
'

川崎近隣の

小正月行事

2月 7日
1日〕

三輪 修三

(日 本民家園園長)

戦国と近世の
)釧

からみた正月

2月 14日 1日 l

神野 善治
(武蔵野美術大学助教授,

正月と道祖神

ノ〕`

PMl:00～ 3:00 原家住宅 にて

受講料 :3,000円

お申込み方 法 :往復ハガキに住所 ・氏名・電話 ・

講座名 (正 月 とは何 か)を 記 入の うえ 1月 11日

(月 )必着でお申し込み ください。 (定員40人を越え

た場合はオ由選 となります。)

※講座の期 間中、川崎市市民 ミュージアムの協力

で国内において全国各地の道祖神を展示 します。

術史入門講座

PMl:00～ 3:00 原家住宅にて

受講料 :3,000円

お申込 み方法 :往復ハガキ に住所 ・氏名・

電話 ・講座名 (祈 りの造形 )を 記入の うえ

1月 14日 (木)必着でお申し込み ください。

(定 員40人 を越 えた場合は抽選とな ります。)

祈りの造形 日私毅
1月 29日 ～3月 26日 の毎週金曜

(た だし2/12はのぞ く 全 8同 )

講師 三輪修三 (日 本民家園同長 )

高い芸術性を秘める仏教美術の イコノロジー

を分か り易 く解説 します。

建物とくらし 民期順によるトク集
2/H(祝 )3.合 掌造屋根の見どころ   大野  敏

3/13(土 )4.民 具入門         木下あけみ

各国共 13:30～ 15:30 原家集合  無料 (た だし入園料 は必要です。)

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

12月 ～3月 雪 ■ 10

雪国の民家では、冬のあいだ家のまわ りを茅束 (ス スキや ヨシ

など)や茅スダレで囲って、雪が入 つてこない ように します。

民家園では山田家・菅原家で雪囲い を行います。

年末年始の体園日 12月 27日 (日 )～ 1月 5日 (火 )

〒214-0032 川崎市多摩区枡形 7-1-1 電話 044(922)2181  川崎市立 日本民家園


